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(百万円未満切捨て)
１．平成29年２月期第２四半期の連結業績（平成28年３月１日～平成28年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年２月期第２四半期 36,426 △5.3 △334 － △252 － △468 －

28年２月期第２四半期 38,452 △7.2 △117 － △61 － △272 －
(注) 包括利益 29年２月期第２四半期 △423百万円( －％) 28年２月期第２四半期 △402百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年２月期第２四半期 △83.96 －

28年２月期第２四半期 △51.21 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年２月期第２四半期 36,710 10,690 28.0

28年２月期 37,636 11,256 28.8
(参考) 自己資本 29年２月期第２四半期 10,262百万円 28年２月期 10,854百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年２月期 － 0.00 － 25.00 25.00

29年２月期 － 0.00

29年２月期(予想) － 25.00 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成29年２月期の連結業績予想（平成28年３月１日～平成29年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,500 △3.8 500 － 650 － 250 － 47.70
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年２月期２Ｑ 5,579,184株 28年２月期 5,579,184株

② 期末自己株式数 29年２月期２Ｑ 1,137株 28年２月期 19株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年２月期２Ｑ 5,578,411株 28年２月期２Ｑ 5,330,937株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の向上や雇用情勢の改善等による緩やかな回復傾向

にあるものの、海外景気の減速などの影響もあり、依然として個人消費及び景気の先行きは不透明な状況が続いて

おります。

　このような状況の中、WonderGOO事業におきましては、利便性の向上や新たな客層を獲得するための改装として、

既存店の音楽・映像ソフト、ゲームソフト売場を縮小し、文具売場の導入を６店舗、また下野店、東金店にファミ

リーマートを導入いたしました。また7月から、WonderGOOポイントカードに加え、Tポイントも選択することが出来

るようになりました。今後も、マーケティングに基づき地域のお客様が必要とする商品やサービスを導入し、店舗

収益の向上に向けた施策を引き続き行ってまいります。

　新星堂事業におきましては、２月に連結子会社である株式会社新星堂を吸収合併し、一体運営による事業推進力

の強化や経営の合理化を通じて相乗効果の最大化を図ってまいりました。７月には、新星堂メンバーズカードの発

行を終了し、Tポイントを導入いたしました。また、楽器販売強化等を図り、音楽映像に関わるあらゆるライフスタ

イルを積極的に提案し続けてまいります。なお、事業効率性を高めるため、不採算店舗９店舗を閉店いたしました。

　WonderREX事業におきましては、３月に成田店を新規出店し、５月に高崎店、８月に水戸赤塚店を移転いたしまし

た。７月には、最新のデジタル家電、カメラ、楽器、オーディオ製品等のリユース品を取り扱うオンラインショッ

プの楽天市場DIGIREXをオープンいたしました。

　TSUTAYA事業におきましては、独自セレクト商品の提案強化や好調なトレカ売場の拡大、セルフPOSやコミックレ

ンタルの導入、また、こだわりの食材を中心としたマルシェの品揃えを強化してまいりました。さらに、独自で展

開している有料会員サービスの「ファースト会員」による安定的な収益確保を図ってまいりました。

　新規事業におきましては、２月に株式会社拓人こども未来と英語による学童保育のフランチャイズ契約を締結し、

４月にKidsDuo浦安校、行徳校の２教室を譲り受け、教育事業を開始いたしました。

　店舗面におきましては、当第２四半期連結会計期間末の店舗数はWonderGOO事業80店舗（内、ＦＣ10店舗）、 新星

堂事業116店舗、WonderREX事業23店舗（内、ＦＣ２店舗）、TSUTAYA事業85店舗、その他事業２店舗、合計306店舗と

なりました。

これらの結果、新規出店、改装、新規事業の展開、不採算店の閉店により、当第２四半期連結累計期間における

売上高は36,426百万円（前年同期比5.3％減)、営業損失334百万円（前年同期は117百万円の営業損失)、経常損失

252百万円（前年同期は61百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失468百万円（前年同期は272百万

円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

(流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、21,493百万円となり、前連結会計年度末に比べ433百

万円減少いたしました。これは主に、商品が222百万円増加したものの、現金及び預金が429百万円、未収入金が289

百万円減少したことによるものです。

(固定資産)

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、15,216百万円となり、前連結会計年度末に比べ492百

万円減少いたしました。これは主に、有形固定資産が159百万円、無形固定資産が82百万円、投資その他の資産が

250百万円減少したことによるものです。

(流動負債)

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、17,907百万円となり、前連結会計年度末に比べ224百

万円増加いたしました。これは主に、買掛金が207百万円減少したものの、短期借入金が585百万円増加したことに

よるものです。
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(固定負債)

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、8,112百万円となり、前連結会計年度末に比べ584百万

円減少いたしました。これは主に長期借入金が559百万円減少したことによるものです。

(純資産)

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、10,690百万円となり、前連結会計年度末に比べ566百万

円減少いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純損失468百万円、剰余金の配当139百万円の支払い

による減少、非支配株主持分の増加25百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年４月７日付で公表しました連結業績予想の変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第２四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,865,193 2,435,794

売掛金 1,624,794 1,589,389

商品 14,951,614 15,174,607

貯蔵品 12,268 17,445

未収入金 936,478 646,659

繰延税金資産 587,243 590,300

その他 956,816 1,044,651

貸倒引当金 △7,372 △5,041

流動資産合計 21,927,036 21,493,807

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,562,169 4,463,447

その他（純額） 3,840,525 3,779,274

有形固定資産合計 8,402,695 8,242,722

無形固定資産

のれん 460,973 388,118

その他 344,062 334,334

無形固定資産合計 805,035 722,452

投資その他の資産

敷金及び保証金 5,744,401 5,553,384

その他 847,055 788,941

貸倒引当金 △89,691 △90,877

投資その他の資産合計 6,501,766 6,251,448

固定資産合計 15,709,496 15,216,623

資産合計 37,636,533 36,710,430
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,370,051 5,162,423

短期借入金 6,364,350 6,950,000

1年内返済予定の長期借入金 1,930,183 1,979,596

未払法人税等 297,883 231,010

賞与引当金 191,962 210,076

ポイント引当金 716,648 629,842

その他 2,811,489 2,744,547

流動負債合計 17,682,569 17,907,497

固定負債

長期借入金 4,779,965 4,220,331

退職給付に係る負債 591,524 596,273

長期預り保証金 474,938 452,448

資産除去債務 822,321 813,710

繰延税金負債 85 1,144

その他 2,028,572 2,028,761

固定負債合計 8,697,408 8,112,670

負債合計 26,379,977 26,020,168

純資産の部

株主資本

資本金 2,358,900 2,358,900

資本剰余金 2,464,368 2,472,351

利益剰余金 6,058,757 5,450,910

自己株式 △15 △928

株主資本合計 10,882,010 10,281,234

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 338 459

退職給付に係る調整累計額 △28,122 △19,237

その他の包括利益累計額合計 △27,784 △18,778

非支配株主持分 402,328 427,806

純資産合計 11,256,555 10,690,262

負債純資産合計 37,636,533 36,710,430
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

売上高 38,452,736 36,426,477

売上原価 25,527,331 24,000,144

売上総利益 12,925,404 12,426,332

販売費及び一般管理費 13,042,984 12,760,731

営業損失（△） △117,579 △334,399

営業外収益

受取利息 19,992 17,714

受取手数料 101,821 107,801

その他 41,802 41,672

営業外収益合計 163,615 167,188

営業外費用

支払利息 84,982 76,366

その他 22,658 9,017

営業外費用合計 107,641 85,384

経常損失（△） △61,605 △252,595

特別利益

固定資産売却益 1,348 2,556

負ののれん発生益 10,746 －

特別利益合計 12,094 2,556

特別損失

固定資産売却損 － 135

固定資産除却損 4,716 7,067

減損損失 169,448 12,969

特別損失合計 174,165 20,172

税金等調整前四半期純損失（△） △223,676 △270,210

法人税、住民税及び事業税 171,616 151,235

法人税等調整額 6,165 10,861

法人税等合計 177,781 162,097

四半期純損失（△） △401,457 △432,308

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△128,483 36,059

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △272,974 △468,367
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

四半期純損失（△） △401,457 △432,308

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 144 22

退職給付に係る調整額 △1,675 8,884

その他の包括利益合計 △1,531 8,907

四半期包括利益 △402,989 △423,401

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △273,676 △459,362

非支配株主に係る四半期包括利益 △129,312 35,960
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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